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図 2 意 宇 平 野 の地 形分 類

地 理 的環 境  意宇 平 野 は、周囲 を定 高性 の あ る丘 陵 にか こ まれ、 その丘 陵 の中 に第二紀 火

山 で あ る茶 臼山 が位 置 す る。 平 野 内 に は区画 整 理 のイ子き と どい た水 田 が ひ ろが って お り、

東 に中浜 、 弓 ケ浜 をひか えて 、全体 に落 着 い た美 しい景 観 を形 づ くって い る。

意宇 平 野 の地 形 は、典 型 的 な 1中積 低 地 の特 徴 をそ な え る。 それ は、坪 ノ内 か ら大 革 へ の

扇状 地 、 それ に続 く自然 堤 防 、 その東 に は広 く平 IEHな三 角 州 I面 、平 野 と中海 を さえ ぎる

よ うに発達 ● る砂 ユ佐、 さ らに その東恨Jの 三 角り1l H面 、 f拓 ナ也な どで あ る。 (Eヨ 2)

この平 野 の形 成 は、沖 積 世 の海 進 と と もには じま り、沖積 世最 大 海 進 (海抜約 3,生 )

の海 は等 高線 の 7,付 近 あ た りまで 入 り、 まず扇状 地 が形 成 され 、 その後 の海 面 後 退 に と

もな っ て砂堆 の出現 、砂 堆 内側 の泥 炭 の形 成 が続 い た。 この泥 炭 に は、稲 椒 や稲 料 植 物 が

多量 にお、くまれ て る、意宇 川 の沖積 作 用 に よっ てす みや か に埋 積 され て い っ た。 一 方 、扇

】大地 菩巨Cは 浸 含虫が は じま り、 新 しΨヽマ可道 taど低 いイ立置 に くる糸吉果 に なっ た。

国庁 跡推 定地 点 の大 革 は、扇状 地 の扇 端 に あ た る。 扇端 部 が集 落 立地 に適 す るの は よ く

しられ て い る こ とで あ る。 この平 野 で も高燥 、建 築 物 の支持 地 盤 の良 さ、被 圧地 下 水 が浅

く湧泉 地 に あ た る こ と、 さ らに意宇 川 の

'台

水 、用水 の要 の地 点 に あ た る こ とな どか ら、 国

庁 の み な らず 、各時代 を通 じて集落 が営 な まれ たの で あ ろ う。 また この付 近 の意宇 川 は集

水 面 積 が小 さ く、 しか も上 流 域 で氾 濫 原 が広 く、一 時 的 な ダムの役 割 をは たす ため 、流水

に よ る災害 の規 模 は小 さ く、氾 濫 に ともな う土砂 の堆 積 も少 な い。

意 宇 川 の河 道 に は い くたびか変遷 がみ られ る。 現 河 道 は不 自然 で明 らか に人工 改 変 の結

果 で あ り出水 の際 に は水 が大 革 か ら船 戻 の旧河 連 の コー ス を とる。 旧河 道 は① 現河 道沿 い

② 大 革 か られ合戻 、③ 三 車干屋 か ら大 F日 の 3つ で あ り、③ が最 も古 く、② が そ /Lに 続 き、① が

最 も新 しい。
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建物 (2間 × 2間 、 柱 聞

2.4靱 で あ る。

建物 の南 に あ る石 敷 濤 は

流 路 を東 に と り発掘 区 の東

端 に あ る池状 の窪 に そ そ ぐ。

Dkllこ は、 ■オ東の建 物 が あ

る。 それ は東 西棟 建 物 (5

間 × 2間、柱 問 2.4切 1)で 、

西 の 2間 に間仕切 りをお こ

な って い る。 建 物 の南 方約

25″ の地 点 に東西 に走 る大

濤 を掘 り、北 岸 に棚 列 をつ

くり濤 と平行 して い る。 こ

の棚 ア叫|こ は Jし にの び る 3条

の方研ア可が と りつ くが、 西 4RU
の もの が もっ とも長 い。 E

期 は、西 ・ 北 の大 濤 が埋 め

られ る時期 で あ る。 北 大 濤

の廃 絶 後 その 埋 立地 の上 に

南北 にの び る L字形 の概 列

がつ くられ て い る。

これ らの遺 構 の よ うに相

対的 な時期 区分 が可能 な遺

宮 ノ後地 区

I     I

図 3 発掘遺構略図
1970年 11月 30日  現在

Ⅲ 遺 構
発掘 調 査 で検 出 した遺 構 は、古 墳 時代 か ら中世 に い た る長期 間 に わ たっ

て い る。い ま、3ケ年 の調 査 結 果 を発掘 地 区 ご とに ま とめ てみ よ う (図 3)。

宮 ノ後 地 区  この地 区 の遺 構 は複雑 で あ る。 まず古 墳 時代 の遺 構 が地 山

の砂 層 あ るいは粘 土 層 を き りこんでつ くられ る。 つ ぎに、奈 良 時代 の遺 構

が大 規模 に建 設 され 、地 山 の肖U平 あ るい は埋 立 な どの整 地 をお こ なつ て い

る。 奈 良時代 の堆積 層 の上 部 に平安 時代 以 降 の遺 構 が か さな る。

奈 良時代 の主要 な遺 構 は、掘 立柱 建 物 と濤 で あ り、 ほぼ真 北 の方位 を とる。 それ らは、

お お まか に 5時期 に わ け られ る。 (図 3)A ttに は、発掘 区 の 1ヒ西 吉るで L字形 に交 わ る北

と西 の大 濤 をつ くり、 この地 区 を大 き く囲 んで い る。 北 大 濤 の さ らに北 に東西 に走 る大 濤

んゞ あ り、 2条 の濤 の 問 (約 4η )は 道路 に な るんヽ も しれ な い。 これ ら 3条の大 濤 1ま 奈 良 時

代 末期 まで存 続 す る。 北大 濤 の南 に東西 に走 る濤 が あ り、 その内佃」に棚 711が あ る。 また、

六 所 神 社 の北 方約 5o″ の地 点́に東 西 に走 る濤 が あ り、 この濤 と北 大 濤 との 間 に 2棟の建 物

が あ る。 1棟 は南 面 す る建 物 (5間 × 2間 、柱 聞 2.4効 )が あ り、 中央 で間 仕切 りをお こな

う。 1棟 は東 面 す る/」 建ヽ 物  (3間 × 3間 、柱 間 1.8")で 、東 に廂 が つ く。 B期 に は、約 4.5
ηの間隔 をお いて南 北 に な らぶ 2棟の建 物 が あ る。 いず れ も東西棟 建 物 (5間× 2 FIH5、 柱

間 3η )で あ る。 建物 の南 に あ る A期 の濤 は埋 め られ 、平行 す る 2条 の石 敷 濤 が つ くられ

る。 石 敷濤 は北 側 の建 物 の西 妻 か ら約 12″ 西 の地 点 で北 と南 へ 曲 る。 そ こで は、 、会 所 を

つ くり 2条の濤 を連 結 し、北 へ の び る濤 は北 大 濤 に そ そ い で い る。 南 側 の石 敷 濤 の東端 は

建 物 の東妻 に そ ろ えて南 へ 曲 が り、約 14,流れ て東西 に走 る石 敷 濤 に連 結 す る。 C期 に は

2棟の建 物 が あ る。 ■棟 は南 北棟 の建 物  (5問 × 2間、柱 間 3つ  で あ り、 ■棟 は方形 /Jヽ

樋 ノロ地 区

構 に対 して、若 子 の所 属 時期 不 明 の遺 構 が あ る。

苦 墳 時代 の堅 穴式 住 居 や濤 も この地 区 か ら発 見 され て お り、 それ らは 5～ 6世紀 の もの

で あ る。 平安 時代 以 降 の遺 構 は、耕 作 上 の直 下 に あ り整 地 上 の上 に構築 され て い るため 、

ま とま りが な い。 その うち、各所 で発 見 され て い る井 戸 は保 存 が よ く、縦 組 み の井 戸枠 を

とどめ て い る。

また、六 所 神 社 の東 に接 して一 段 高 くな って い る地 点́ を現 在調 査 して い る。 上 層 に は中

世 の鉄 工 房 の よ うな遺 構 が あ り、 その下 層 に奈 良 時代 の柱 列 が露 出 しは じめ て い る。

現在 の状 況 で は、東 西棟 で四面 廂 が つ く建 物 (3間以上 × 4聞 身合 柱 間 3η 廂 柱 間

2.4初 )が ■棟 想定 で きる。 この よ うに六 所 神 社 裏 の南大 濤 以 南 に も建 物 が存 在 し、 しか も

四面 廂 付 建 物 とい う、北 方 の建 物 群 の なか に例 の な
い建物 で あ る こ とは注 目にイ直す る とい

ぇ ょ う。 この よ うな奈 良 時代 建 物 は、古 墳 時代 の濤 の上 につ くられ てお り、 そ こか らは お

び た だ しい土 師器 が発 見 され て い る。

さ らに、六 所 神 社 境 内 の西 北 に接 す る地 点 の発掘 iを1開始 し、南大 濤 お よび その北 岸 に
つ

くる概 列 の ゆ くえ を捜 索 して い る。

樋 ノ ロ地 区  国府 の司ヒ面 外 郭 線 を も とめ て調 査 をお こな っ た。 外 郭 を証 明 す る遺 構 は な

か っ たが 、奈 良時代 の掘 立柱 建 物 と堅 穴式 住 居 跡 を検 出 した。 注 目すべ き点 は、検 出遺 構

の方 位 が磁北 か ら東 へ 10度か た よ り、宮 ノ後 地 区 の遺 構 と方位 が一 致 して お らず 、む しろ

条 塁地 割 りに近 い こ とで あ る。

水垣 地 区  国 府 の西 面 外 郭 を も とめ て調 査 したが 、遺 構 は検 出 で きなか っ た。

一 貫 尻 地 区  宮 ノ後 地 区 の北 約 100η の 地 点 を調 査 した。 東部 はや や 高 く、石 敷 面 をて

い し、西都 は低 く湿 地 で しゃ も じな どの木器 が あ っ た。

〔付 記 〕宮 ノ後 地 区 の もっ とも北 の濤 は、発掘 区 の ほぼ 中央 で北 に折 れ曲
る。

1水垣 兇
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図 5 須恵器臭 測図

Ⅳ 出土遺物

発掘調査 でえた遺物 は多い。 それ らは、国庁設置以前 の古墳時代 か ら国庁 が廃絶 す る中

世 に までお よぶ。

奈 良時代 の上 器  奈 良時代 の上器 は、主 と して発掘 区 を維 横 す る濤 か ら発 見 され て い る。
須 恵器 と土 師器 が あ り、前者 の 占め る割 合 が高 い。 須 恵器 は一般 に厚 手 で 、胎 土 に細 砂 粒

をふ くみ 、焼 成 温度 の低 い製 品 を混 えて い る。 胎 上 の差 異 や 製作 地 を示 す 「社 辺」 (松江

市古 曽志 町  図 7-2)。 「 門」 (安来市 門生 か  図 7-3)な どのヘ ラ描 き文 字 が あ る こ

とな どか ら、国 内 の各地 で生 産 され た もの が集 積 して い る よ うで あ る。 上 師器 は細 泥 質 の

胎 上 を もちい、厚 手 で赤 色 塗料 の もの がめ だつ。 それ らの土器 は試 案 で は あ るが 、 4形式
にわ け る こ とが で きる。 第 1形式 (図 5-1・ 5)に は反 りの あ る須 恵器 の蓋 を ともな い、 第
2形式 以 降 で は底部 あ るい は蓋 の頂 部 に糸切 り痕 跡 が み とめ られ る。 第 2形式 (図 5-2
・6・ 9)で 1よ 糸切 りの痕 を「 な で る」 か 「削 る」 か して消 す こ とにつ とめ るが 、第 3形式

(図 5-3・ 7・ 10,12・ 14) 、 第 4形式  (図 5-4・ 8 ・11・ 13、  図 6-― ■ ・ 2) で 1よ 糸切 りの

痕 をその ま ま放 置 して い るc

平 安 時代 以 降 の陶器 と土 器  平安 時代 以後 の陶器 ・ 土器 は ま とまって発 見 され る場 合 が
少 な い。 ただ、北 大 溝 の埋 立 を掘 り込 んでつ くる土 城 か らは奈 良 時代 の 第 4形式 につ ぐ一
群 の上器 が発 見 され 、水 び きの須 恵器 を混 じえ る。 また奈 良 時代 の遺 構 を掘 り込 んで つ く

る井 戸 や土 拡 か らは平安 時代 後 半 の上 師器 (図 6-7・ 8)な どが 出土 す る。 また、祭 戸E
の供 献 土器 で あ ろ う土 師質 の小 型 台杯 (図 6-10)ん 土ゞ 拡 に遺棄 され た状 況 で発 見 され て
い る。 なか に は須 恵質 の小 型 台杯  (図 6-9)も あ る。

緑 釉 陶器 (図 6-5・ 6)も 土 鉱 な どか ら細 片 に な つ て発 見 され る。 軟 陶 の もの と硬 陶

ガ
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陶硯・緑 釉 陶器 な ど実 測 図

の もの が あ るが 、器 形 は皿 と碗 にか ぎ られ切 高 台 と付 高 台 の もの とが あ る。 前者 の一例 に

は 日縁 に輪 花 をいれ 、底部 の糸切 り痕 を消 さず に切 高 台 に仕上 げ て い る もの が あ る。 (図

6-6)ほ か に、 中 国 か ら舶 載 され た 白磁 。青 磁 の破 片 や古 常 滑 の破 片 な どが あ る。

その他の 遺 物  西 ・北 大 濤 か らは数 点 の木簡 が発 見 され て い る。 「大 原評 匡」 とよみ う
る もの 、 「進 上 兵 士 財 □ □ 匠」 とか くもの の ほか 、頭 部 に切 込 み をいれ た付 札 もあ る。 墨

書 土器 tこ は 「酒 杯 J 。「厨 」 (図 7-4)な どが あ る。 陶硯 に は円硯 と風 字硯 とんゞ あ り、
ほ か に蓋 の内面 を利 用 した もの が 多数 あ る。

瓦 は 多 くな い。 二 種 類 の軒 九 瓦 が発 見 され て い るが、 それ らは出雲 国分 寺 (図 6-■ )

と国分 尼寺 (図 6-12)の 第 2次所 用 瓦 と木型 が同 じで あ る。 と くに尼寺 の例 に は瓦 当面 に
一 条 の型破 れ痕 跡 が あ り、 まっ た く同一 木型 で あ る こ とが わか る。 瓦 の出土状 況 や瓦 当文

様 か ら奈 良 時代 末 か ら平安 時代 初 期 に瓦 葺 建物 が存在 したこ とが うか が わ れ る。

遺 構 と遊 離 して い るが 、 多量 の碧 玉 ・水 晶 ・弱 瑞 な どの争u片 と原石 あ る いは攻 玉 用祗 石

が発 見 され て い る。 また フ ィ ゴの羽 日、 るつ ば、鉄 滓 な どが あ り、 るつ ぼ に は鉄 分 の癒 着
した もの とガ ラ ス分 の癒 着 した もの とが あ る。 この よ うな生 産工具 あ るいは材 料 が存 在 す
る こ とか ら、 イ寸近 に率田工 所 の よ うな工 房 が存 在 した こ とが うかが ゎォtる 。
その ほか 、 「和 同開珠 」 の銅 銭 、漁網 用 の大 小 の錘 、凝 灰 岩 製 の紡錘 車 、木 製 のす き、

しゃ も じ、 曲物 、櫛 、土 製 の か ま ど、支 脚 な ど 日常 生活 用具 も出上 して い る。

古 墳 時代 の上 師器 が下 層 の濤 や堅 穴 式 住居 か ら発 見 され て い る。 それ らは 5世紀 前 半 の
・高杯 ・ 壷 ・小 型 丸底 土器 を主体 にす る ま とま りの あ る一 括 遺物 で あ る。 また、量 は少

な いが古 墳 時代 の須 恵器 も発 見 されて お り、 それ は 6世紀初 頭 か ら 7世紀 にお よぶ もの で
あ る。

-7-
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図 7 和 同開ム と文 字 資料 (実大 )

寛女年間の大草村検地帳

にみ える「こ くて う」

3ケ年 にわ た る発掘 調 査 に よつ て、宮 ノ後

地 区付 近 に古 墳 時代 か ら中世 に い た る遺 跡 が

あ る とこが判 明 し、樋 ノロ地 区 に も奈 良 時代

の遺構 が存 在 す る こ とを確 認 した。 しか し両

地 区の 遺 構 は建 物 方位 を こ とに してお り、

地割 りの相 違 が存 在 す る ら しい。

宮 ノ後 地 区 にお け る奈 良 時代 の遺 構 は、 周

囲 を濤 で か こみ、 内部 を濤 あ るい は枡 に よっ

て い くつ か の プ ロ ック に区画 す る。 六 所 神 社

裏 の南大 濤 は、 この地 区 を南 北 に大 き く述 断

し、 その後 方 に建 物 が群 在 す る。 現状 で は、

一 角 が露 出 した にす ぎな いが 、六 所 神 社 の東

に接 す る地 域 に また堂 々 た る建 物 が存 在 す る

の で あ る。 地 害Uり の金貌 をあ きらか に しえ な

いが 、 この よ うな大 規 模 な主地 利 用 とその規

格 性 は官行 的 とい え、 ま さに出雲 国庁 の片鱗

にふ れ て い るの で あ ろ う。

「進 上 兵士 財口 □ E」 の木 簡 は、 出雲 国庁

意宇 郡 衡 と同一場 所 に あ っ た と記 録 され て い

る意宇 軍 団 に関係 す るの で あ ろ う。 国分 寺 ・

国分 尼寺 と型 を同 じ くす る瓦 を使 用 して い る

こ とは、両 寺 を管 轄下 にお く国庁 で あ る可 能

性 をつ よめ る。

現 在 、宮 ノ後 地 区 で次 第 に姿 をあ らわ しは

じめ た一群 の建 物 配 置 は、近 江 国府 で発 見 し

た政 ,す建 物 の それ とは こと な っ て い る。 1ヒ大

濤 か ら出上 して い る「厨 」 の墨 書 土器 は、 そ

の付 近 に厨 房 が存 在 した こ とを語 りか けて お

り、 それ は同所 か ら多量 の土器 が 出上 して い

るこ とか ら も うなず け る。

今 後 、発掘 調 査 で え た 多量 の資料 を検 討 す

るこ とに よ り、 さ らに興 味 あ る問題 が提 起 さ

れ るで あ ろ う。 また、政庁 の所 在 、 国庁 の 四

至 、郡 家 、軍 国 との関係 な ど未 知 の分 野 が広

範 囲 にの こつ て い・る。
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